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金田町人の動き 

かなだ 
2,273 
8,841 
4,285 
4,558 
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3 

数
口
 

入
生
出
亡
 

帯
 
男
女
 

世
人
 

転
出
転
死
 

年
頭
に
め
房
フ
裏
ー
麓
）
襲
軽
 

あ
た
っ
て
 

町
 
長
 
吉
田
 
桃
太
郎
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
フ
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

輝
や
か
し
き
昭
和
四
十
九
年
 

の
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
 

に
紙
上
を
通
じ
て
、
心
か
ら
新
 

年
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

昭
和
四
十
九
年
は
中
東
戦
争
 

に
よ
る
石
油
危
機
が
も
た
ら
し
 

た
石
油
事
情
が
原
因
し
、
物
資
 

の
不
足
に
拍
董
！
を
か
け
物
価
高
 

の
年
が
子
想
さ
れ
、
町
行
政
も
 

国
の
方
針
や
予
算
に
左
右
さ
れ
 

や
り
に
く
い
年
で
あ
り
ま
す
が
、
 

町
民
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。
 

精
一
杯
努
力
し
た
い
と
考
え
て
 

い
ま
す
。
 

町
長
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
 

が
山
積
し
て
お
り
、
町
民
の
た
 

め
あ
れ
も
や
り
た
い
こ
い
 

ソ
 

り
た
い
と
考
え
 

て
い
ま
す
が
、
 

「
住
民
福
祉
優
 

先
と
い
う
方
針
 

で
進
め
た
い
」
。
 

先
ず
第
一
に
 

は
昨
年
に
引
き
 

続
き
、
鉱
主
履
 

旧
事
‘
巣
に
取
り
組
み
道
路
下
排
 

水
の
整
備
を
進
め
た
い
。
 

特
に
長
年
の
懸
案
で
あ
る
本
 

町
中
心
部
で
あ
る
町
部
の
鉱
害
 

復
旧
を
議
会
・
関
係
区
民
の
協
 

カ
の
も
と
に
是
非
共
決
着
を
つ
 

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
 

わ
せ
て
少
し
の
雨
が
降
れ
ば
す
 

ぐ
浸
水
す
る
人
見
地
区
の
鉱
 

主
履
旧
を
軌
道
に
の
せ
る
考
え
 

で
あ
り
ま
す
。
 

公
約
の
ー
ツ
で
あ
る
水
道
間
 

題
解
決
を
、
本
年
は
是
非
共
実
 

現
し
、
長
年
の
既
業
に
終
止
符
 

を
打
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
に
引
続
き
大
字
神
崎
地
 

区
の
農
業
振
興
計
画
の
推
進
と
 

実
現
に
努
力
し
た
い
。
‘
 

資
材
不
足
、
材
料
高
で
建
築
 

事
情
は
、
昨
年
に
比
べ
一
段
と
 

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

一
般
失
対
、
緊
就
、
開
発
就
 

労
市
毒
未
を
是
非
共
消
化
し
た
い
。
 

本
町
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
 

り
、
大
き
な
専
業
で
あ
る
同
和
 

対
策
事
業
を
推
進
し
、
同
和
対
 

策
審
答
申
の
完
全
実
施
と
特
別
 

措
置
法
の
即
時
具
体
化
に
努
力
 

を
つ
づ
け
た
い
。
 

本
年
三
月
に
は
小
学
校
体
育
 

館
、
老
人
憩
の
家
が
完
成
す
る
 

予
定
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
 

者
の
方
々
の
喜
び
も
目
に
見
え
 

る
よ
っ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
 

町
民
全
体
の
方
々
に
利
用
を
し
 

て
頂
き
、
集
い
の
場
、
研
修
の
」
 

場
、
話
し
合
い
の
場
と
し
て
町
 

民
体
育
館
の
建
設
を
考
え
て
い
 

ま
す
。
近
年
断
絶
ど
い
う
言
葉
 

が
色
々
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
 

が
、
害
が
種
々
出
て
お
り
こ
れ
 

の
解
消
に
是
非
共
実
現
を
し
た
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

述
べ
れ
ば
数
限
り
あ
り
ま
せ
 

ん
が
要
約
す
れ
ば
福
祉
行
政
を
 

重
点
目
標
と
し
、
町
民
よ
り
要
 

望
が
あ
り
又
議
会
で
論
議
さ
れ
 

た
住
民
直
結
の
問
題
に
つ
い
て
 

は
、
是
非
共
努
力
し
実
現
し
た
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
紙
面
の
 

都
合
も
あ
り
簡
単
で
要
を
得
ま
 

せ
ん
が
私
の
抱
負
の
一
端
を
述
 

？
、
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
 

町

議

会

議

長

 
辰
島
 

昭
和
四
十
九
年
の
新
春
を
お
 

迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
金
田
町
 

襲
二
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
 

つ
つ
し
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
 

て
お
め
で
と
2

」
ざ
い
ま
す
。
 

こ
こ
に
希
望
に
あ
ふ
れ
た
新
 

年
に
皆
さ
ま
方
の
御
清
福
と
御
 

繁
栄
を
心
か
ら
お
析
り
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

わ
た
く
し
一
昨
年
五
月
議
長
 

の
要
職
に
就
任
以
来
浅
晋
よ
非
オ
 

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
重
責
を
 

痛
し
微
力
な
が
ら
努
力
を
し
て
 

参
り
ま
し
た
。
今
後
も
町
政
の
 

発
展
、
議
会
の
運
営
等
に
誠
心
 

誠
意
、
蘇
太
叩
の
努
力
を
傾
注
し
 

て
参
り
た
い
と
決
心
い
た
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

本
年
は
昨
年
か
ら
の
、
異
常
 

な
物
価
高
、
国
際
事
情
に
基
く
 

石
油
危
機
、
そ
の
他
日
常
生
活
 

に
直
結
す
る
諸
問
題
が
山
積
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

辞
で
ご
ざ
い
中
 

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
地
域
 
御
挨
拶
と
い
か
 

開
発
の
基
盤
整
備
、
町
民
福
祉
 

の
向
上
の
た
め
、
諸
施
策
を
積
 

極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
存
じ
ま
す
。
 

議
決
機
関
た
る
町
議
会
と
い
 

た
し
ま
し
て
は
、
本
年
も
ま
た
 

終
始
公
正
に
町
民
各
位
の
信
託
 

に
応
え
、
町
政
の
諸
問
題
を
慎
 

重
に
審
議
し
、
み
な
さ
ま
の
御
 

期
待
に
そ
う
よ
っ
努
力
す
る
決
 

意
で
あ
り
ま
す
％
 

ど
つ
か
町
政
に
対
す
る
皆
様
 

の
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
協
 

力
を
賜
り
ま
す
よ
っ
心
か
ら
お
 

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
甚
だ
粗
 

も瓦 

回
 
成
人
式
御
案
由
 

新
ら
し
く
成
人
に
な
っ
た
 

該
 
当
 
豊
 

青
年
諸
君
の
、
前
途
を
祝
い
 

昭
和
二
十
八
 

励
ま
す
た
め
に
、
 

一
月
十
五
 

よ
り
昭
和
二
＋
 

日
午
前
十
時
よ
り
巾
血
〈
公
民
 

日
ま
で
に
生
わ
 

館
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
八
 

出
席
の
際
什
 

生
‘
」
一
成
人
式
を
挙
行
い
た
し
 

ど
華
美
な
服
並
 

ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
ぜ
 

る
べ
く
簡
素
カ
 

ひ
ご
出
席
下
さ
る
よ
っ
、
御
 
し
て
く
だ
さ
い
 

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
 

間
励
行
を
お
廊
 

l叙 
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町
 

田
 

年
末
年
始
の
交
通
事
故
 

防
止
に
つ
い
て
 

総
 
務
 
課
 

一
九
七
三
年
も
あ
わ
た
だ
し
 

く
す
ぎ
、
 

一
九
七
四
年
の
新
し
 

い
年
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

年
末
年
始
に
か
け
て
交
通
事
 

故
が
毎
」
牛
毒
‘
死
の
傾
向
で
あ
り
 

ま
す
。
警
察
を
始
め
、
関
係
機
 

関
は
総
力
を
あ
げ
て
事
故
防
止
 

の
た
め
、
啓
蒙
活
動
を
統
け
て
 

お
り
ま
す
が
、
何
と
申
し
ま
し
 

て
も
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
 

通
安
全
に
つ
い
て
深
い
認
識
を
 

も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
 

で
あ
り
ま
す
 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
に
か
か
 

げ
る
毒
項
に
つ
い
て
は
、
必
ず
 

守
っ
て
交
通
事
故
を
起
さ
な
い
 

よ
つ
、
ま
た
、
交
通
事
故
に
あ
 

わ
な
い
よ
、
っ
に
し
た
し
ま
し
ょ
 

、つ。 ＠
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
 

‘
し
よ
、
つ
／
 

＠
ス
ピ
ー
ド
の
だ
し
過
ぎ
や
無
 

理
な
追
越
し
は
絶
対
に
や
め
 

ま
し
ょ
、
つ
ノ
・
 

⑥
道
を
歩
く
と
き
も
正
し
い
交
 

通
ル
ー
ル
キ
寺
一
り
ま
し
ょ
う
。
 

カ
事
故
ゼ
ロ
は
 

か
け
声
よ
り
 

も
，
心
が
け
）
 

ク
急
が
ず
あ
せ
ら
ず
み
ん
な
で
 

な
く
そ
う
交
掻
筈
争
故
カ
 

児

童

手

当

の

支

給

対

象

 

範

囲

の

拡

大

に

 つ
 
い
 
て
 

役

場

 
福

祉

係

 

昭
和
四
＋
九
年
四
月
一
日
か
 

ら
児
意
？
チ
当
支
給
対
象
範
囲
が
 

広
く
な
り
ま
す
。
 

今
ま
で
は
、
＋
八
歳
未
満
児
 

か
ら
数
え
て
第
三
子
が
、
昭
和
 

三
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
 

ま
れ
た
児
童
で
あ
っ
た
の
が
、
 

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
十
八
歳
 

未
満
か
ら
数
え
て
、
第
三
子
以
 

後
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
 

と
な
り
ま
す
。
 

も
し
該
当
す
る
児
童
が
お
り
 

ま
し
た
ら
印
鑑
持
参
の
上
係
に
 

て
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

（
出
来
る
だ
け
一
月
中
に
手
続
 

を
さ
れ
る
様
お
願
い
し
ま
す
）
 

自
分
の
た
め
で
す
 

加
入
も
れ
者
は
 

ク即4
驚
民
年
金
へ
 

ー
年
 
金
 

だ
 

よ
 

り
ー
 

日
本
国
民
で
、
日
本
国
内
に
 

住
所
を
有
す
る
 20
 

歳
以
上
 59
 

歳
 

迄
の
人
は
、
必
ず
国
民
主
ム
皿
に
 

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
加
入
し
て
い
な
い
と
 

老
齢
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
万
一
 

の
事
故
の
場
合
、
障
害
年
金
、
 

又
は
母
子
世
帯
に
な
っ
た
時
の
 

母
子
年
金
す
ら
も
ら
え
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
っ
な
こ
と
の
な
い
よ
 

う
に
、
国
民
在
ム
皿
加
入
の
対
象
 

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
す
み
や
 

か
に
加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
加
入
 

し
て
い
る
人
が
、
．
年
金
を
も
ら
 

う
時
に
な
っ
て
、
自
分
は
何
故
 

も
ら
え
な
い
の
か
と
言
っ
て
も
 

そ
の
時
は
す
で
に
遅
す
ぎ
ま
す
。
 

た
と
え
そ
の
時
自
分
は
加
入
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
 

を
知
ら
な
か
っ
た
と
か
回
覧
、
 

町
報
等
を
見
な
か
っ
た
と
か
言
 

っ
て
も
そ
れ
は
理
由
に
は
な
リ
 

ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
国
民
 

生
人
立
に
加
入
し
て
い
な
い
と
 70
 

歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
福
祉
 

年
金
を
も
受
給
で
き
な
く
な
リ
 

大
変
損
を
し
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
自
分
自
身
の
 

た
め
で
あ
っ
て
、
決
し
て
人
の
 

た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
だ
 

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
 

早
め
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

た
だ
し
、
他
の
公
的
年
金
に
 

加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
す
る
 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

尚
、
不
明
な
事
は
、
役
場
年
 

金
係
ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。
 

あ
け
ま
し
て
 

お
め
で
と
う
 

『
」
ざ
い
ま
す
。
 

名

誉

公

民
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町
議
会
議
員
 

議副議 

議 

員長長 

政
光
儀
七
郎
 

稲
富
 
幹
雄
 

宮
本
 
政
兼
 

金
山
 
玄
障
 

大
島
 
六
郎
 

香
月
 

豊
 

植
高
 
滝
間
 

吉
田
 
広
三
 

辰
島
 
芳
春
 

竹
本
 

眼
 

松
本
 
雪
雄
 

池
長
 
」＃圭口 

貞
国
 

晋
 

辰
島
 

保
 

大
井
 
政
則
 

植
高
勇
太
郎
 

”
 

前
川
 
二
郎
 

植
高
秋
太
郎
 

”
 

吉
田
 
春
義
 

藤
林
 
俊
信
 

”
 

藤
元
 
俊
治
 

中
村
 

正
 

巾直町 

力
 

池
田
 
升
雄
 

守
田
 

保
 

吉
田
 
志
郎
 

井
上
 

明
 

行

政

区

長

 

一
 

一
 

一
 

委 委副会農太福高九八七六五四三 
業 

会 委陽吉見 
員 

員長長会区区区区区区区区区区区区 

渡
辺
 
照
利
 

浦
田
 
由
光
 

大
島
 
陸
雄
 

千
手
 
大
蔵
 

辰
島
 

生
 

兼
本
 
俊一 

伊
波
 

清
 

吉
田
 

保
 

佐
藤
 
治
男
 

、丞晶 

泰
次
 

江
口
 

三
郎
 

相
原
喜
十
郎
 

木
戸
 
光
男
 

原
 

弘
 

河
野
 
興
吉
 

大
島
 
陸
雄
 

辰
島
 

生
 

吉
田
 

保
 

”
 

田
中
 

治
郎
 

II II iF IF 1/ IF IF IF IF F! 

大
堀
 
英
敏
 

荒
木
勇
久
雄
 

田
村
 

一 

森
 

績
 

辰
島
 

薫
 

中
村
 

隆
 

和
田
政
治
郎
 

花
元
 
惟
勝
 

吉
田
 
春
義
 

中
村
 

正
 

”
 

植
高
勇
太
郎
 

”
 

植
高
 
滝
間
 

“
 

桑
野
 
紋
次
 

選
挙
管
理
委
員
 

委
 
員
 
長
 
相
原
 
明
治
 

副

委

員

長

 
藤
本
富
士
松
 

委
 

員
 
森
 

重
孝
 

員
 
杉
 

茂
 

補
 
充
 
員
 
福
田
・
糾
 

”
 

香
月
り
‘
み
 

“
 

荒
牧
A
 

“
 

堀
田
 
ー 

消

防

委

員

 

'F F, F, 

森茂千船 
田手津 

植
田
 

植
高
勇
 

浦
田
 

〉
 

池
田
 
一 

”
 

守
田
 

民
生
児
童
委
員
 

、 

総
 

務
 
早
瀬
【
 

副
 
総
 
務
 
福
田
鋼
｝
 

委
 

員
 
坂
田
 
己
 

r
 

"
 

r "
 
"
 
,
 

鋒」 
野
田
 

一 

藤
杢
尋
 

田
中
事
 

渡
辺
「
 

” 

世
並
」
 

r 

犬
養
一
 

” 

河
野
】
 

監

査

委

員

 

” 

香
月
 

” 

藤
元
一
」
 

人
権
擁
護
委
員
 

「
一
 

堀
 

『孟 

行
政
相
談
委
員
 

い 

“ 

香
月
J
」 

国
保
運
営
米
頁
会
 

一 

委
 
員
 
長
 
植
高
勇
」
「
 

委
 

員
 
大
島
諭
 

” 

守
田
幸
．
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愛
の
一
声
運
動
に
 

ご
協
力
を
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
「
男
 

が
七
〇
・
一
七
歳
、
女
が
七
五
 

・
五
八
歳
と
日
本
も
世
界
の
長
 

寿
国
の
仲
間
入
り
が
で
き
ま
し
 

智
そ
れ
だ
け
に
、
国
の
総
人
 

口
に
対
す
る
老
人
人
口
の
占
め
 

る
比
率
も
、
年
々
大
き
く
な
っ
・
 

て
い
る
よ
つ
で
す
。
本
町
に
お
．
 

い
て
も
、
七
〇
歳
以
上
の
老
人
 

が
昭
和
四
十
六
年
四
〇
ニ
人
、
 

で
あ
っ
た
も
の
が
四
十
七
年
四
 

，
人
．
N
十
八
可
四
h
九
人
 

と
蹴
等
二
‘
〈
・
（
一
一
h
ぐ，〕人 

'A
・
、
犠
す
‘
と
F

・
・
」
I
I
 

‘
一
…
 

ー
・
・
お
葺
《
・
b
帯＃! 

か
 
一
‘
'
.
'
?
 

,
 

一
肥
建
）
一
 

い
ろ
と
施
策
を
講
じ
て
は
き
ま
 

し
た
が
，
ま
だ
ま
だ
、
先
進
国
 

の
足
も
と
に
も
及
ば
な
い
程
度
 

で
す
。
 

本
町
に
於
い
て
も
、
町
長
が
 

老
人
問
題
に
深
い
理
解
キ
在
付
ち
、
 

さ
き
に
老
人
4
一
叫
の
増
額
（
七
 

十
蔵
以
上
に
、
一
人
あ
た
リ
三
、
 

六
〇
〇
円
、
七
十
五
議
以
上
に
 

五
、
四
〇
〇
円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
 

額
）
既
に
丸
月
十
五
日
敬
w
‘
全
 

当
日
実
施
致
し
ま
し
た
が
、
更
 

に
，
四
千
万
円
以
上
を
投
じ
て
 

と
八
必
の
家
を
目
下
建
設
中
で
 

ー 
車
●
．
．
”
に
は
憩
の
家
も
 

1
6
ニ
と
が
出
来
ま
 

f
 

・一・‘ょ 

・‘
 

F
ル
気
な
 

トキー景 

ら「一下・・妬一軍一」“に． 

電r
一
奉
一
・
凝
・
一
、
『
 

F
，' 

下
田
川
四
ケ
町
 

連

合

畠

初

式

 

r
」
●
・
L
K
腎・』」」h
、
し
E
 

『hH
「mP
」 

独
居
老
人
に
対
し
て
も
、
町
長
 

は
時
々
慰
間
さ
れ
て
い
る
と
こ
 

ろ
で
す
，
世
間
で
は
独
居
老
人
 

が
死
亡
し
た
の
を
、
？
専
所
の
人
 

々
が
何
日
か
た
っ
て
は
じ
め
て
 

気
づ
い
て
、
大
騒
す
る
な
ど
の
 

記
事
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
こ
 

と
が
し
ば
し
ば
で
す
。
さ
い
わ
 

い
本
町
で
は
皆
さ
ん
方
の
ご
協
 

力
で
今
ま
で
に
そ
の
よ
っ
な
悲
 

惨
な
出
来
ご
と
は
起
っ
て
い
な
 

い
よ
っ
で
す
o
 

金
田
町
の
老
人
会
で
も
、
老
 

人
は
老
人
ど
う
し
慰
め
あ
い
、
 

励
ま
し
あ
う
た
め
に
、
 

「
愛
の
 

一
声
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
 

す
が
、
こ
れ
は
大
変
結
構
な
一
」
 

と
で
す
，
 

毛
人
v
、
つ
ー
一
・
「
一
に
 

h
運
 

動
に
．
馴
k
白恰・、 

‘
・
ニ
 

ご
理
解
か
島
わ
り
．
と
、
」
・
一
）
 

こ
う
三
軒
両
慎
の
方
々
に
搭
J
 

寝
た
き
n
老
人
、
、
独
層
老
入
に
 

対
す
る
、
温
い
ご
配
慮
ご
協
力
 

か
各
ー
と
息
日
販
お
願
い
由
L
山 

げ
ま
す
．
秋
も
深
ま
り
火
の
恋
 

『
・
；
る
季
節
、
老
人
事
故
が
 

●
い
幸
倉
）
・
け
に
‘
多
く
の
方
 

慣
例
の
消
防
出
初
式
が
赤
池
防
使
命
遠
蔵
に
尽
さ
れ
た
功
線
 

中
学
校
で
次
の
と
お
●
驚
ぱ
ー
に
よ
り
数
々
の
表
彰
伝
達
．
ま
 

,J
て）r
養
 

、

、

ー

・

 

郵
、
」
・
 

」
 

罵
 

、
議
一
え
賛
 

幸
集
か
 

鱗
繕
 

尋
．
地
中
A
I
航
 

々
の
ご
好
意
に
よ
り
、
非
惨
な
 

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
真
に
「
愛
 

の
一
声
運
動
」
の
実
を
あ
げ
た
 

い
も
の
で
す
。
 

住
民
票
の
移
動
 

届
に
つ
い
て
 

住

民

課

住

民

係

 

現
代
の
よ
フ
に
進
歩
し
た
社
 

会
に
お
い
て
戸
籍
事
務
の
ス
ピ
 

ー
ド
ア
ッ
プ
と
住
民
基
本
台
帳
 

の
整
備
は
非
常
に
重
要
な
も
の
 

で
戸
籍
に
つ
い
て
は
町
民
の
皆
 

様
に
は
関
心
を
以
っ
て
処
理
、
 

れ
！
、
お
リ
亦
・
で
・
力
重
雪
h
ー・‘ 

（・
 

一
L
一
・
．
ー
る
I
 

f
f

、… 

董
g
一 

一 
・J 

，
『
 

ー

f

・

 

「

‘

 

F
 

か

か

？

 「
ず
‘
 
f
 
t
t
」
ー
一
『
』
 

民
葬
の
ち
誌
嚇
耗
き
I
子
‘
(
 

あ
り
‘
‘
す
、
 

た
と
え
ば
住
居
を
異
動
し
た
 

場
合
は
法
に
定
め
ら
れ
た
十
四
 

日
以
内
に
役
場
へ
届
出
る
よ
っ
 

に
な
っ
て
お
る
に
も
か
か
わ
ら
 

ず
前
住
地
に
お
い
た
ま
ま
で
お
 

主
る
万
か
多
数
発
見
し
て
お
 

1
・ 
”
に
同
一
の
町
村
の
 

【
そ
」
 

事
 

・
．
ユ
・
」
《
二
，
,
 

」 

一
・
『
証
・
了
 

諮
 

亀
 

甲
 

一「
 

裡
 

に
 

干，」、 

？
 

む
お
当
日
は
午
虜
ハ
鮎
戸
葺
」
〉
 

ら
r
・
‘
え
；
一
奪
ま
 

巌
A
』験m
瞬
ー
』
b
p
 11 
tい 

一

 

”

一

 

「

f

七
・
」
塗
誓
・
て
・
）
 
よ二 

一
．
）
・
こ
一
・
語
 

副団消 

団 防 

長長団 

宇
都
宮
英
一
 

大
門
 
清
美
 

金
子
 
長
雄
 

森
 

隣
枝
 

永
尾
 
富
男
 

中
村
 

隆
 

船
津
 
重
夫
 

千
手
 
大
蔵
 

和
田
政
次
郎
 

指

導

部

長

 
植
高
勇
太
郎
 

第
一
分
団
長
 
茂
田
 
運
半
 

第
ニ
分
団
長
 
植
高
 
春
美
 

第
ミ
A
4
凹
長
 

繊
 

数
嶋
 

も
茸
教
ま
電
鈷
事
奉
海
言
毒
 

員
・
雲
 

番
 

員
 

臨
 

勲

三

 

一
〉
 

毎
七
 

●
 
二
 

「
 
，
 

ご
 

蔀
 

年
・
鼻
」
惨
藤
 

奉
華
 
故
聾
 

肩

い

島

曹

 

《 

杉
 

茂
 

r 

吉
田
 

武
人
 

” 

中
村
 

正
 

” 

安
方
 

一
夫
 

” 

田
中
 
利
夫
 

教
貧
委
員
会
 

事→
 

員
 
長
 
宇
都
宮
英
一
 

員
 
五
請
 
隆
胡
 

椎
轟
 

夫
証
 

言
議
 

繁
難
 

血
お
津
 

公
民
館
婆
呂
審
維
会
委
員
兼
 

社
会
教
育
呆
貧
 

会
 

長
 
池
田
 

升
雄
 

副
 
会
 
長
 
辰
島
 

生
 

委
 

員
 
香
月
 
久
幸
 

〉 

大
井
 
義
一
 

” 

森
 
準
一
郎
 

” 

永
田
 

一
夫
 

” 

宮
本
 
徳
忠
 

裏 施神神神神人宝四三上’ 
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議護陣三エ 

‘ 」 石l 

義 

I, 

員 

小
野
 

寿
 

万 

長
谷
川
新
吾
 

I, 

小
野
ト
メ
子
 

” 

辰
島
 
大
志
 

" 

博
舞
た
，
尋
航
t
君
 

茎
 

「・ 

町
 

長
 
吉
田
赫
 

収
 
入
 
役
 
犬
丸
 

総
務
課
課
長
 
大
熊
一
 

財
政
係
長
 

林
 

辰
島
 

高
橋
 

庶
務
係
長
 

早
川
 

士
口
田
 

吉
田
 

荒
牧
 

林一 瓜
生
 

都
留
 

会
 

掛
 

辻
 
L
 



一

 

し
×
 

'
 

1
臨
y
雄 

霧
瑠
舞
（
驚
蒜
 

讐
 拳ぜそ』
●
‘
雫
ら
い
葉
義
育
・
 

」
に
責
憲
慮
一
 

、
葉
《
嘗
春
寒
サ
議
嚇
 

難
緯
）
7

ま
雲
鼻
・
●
h
茎
g
l
茸
詳
瓦
奉
 

鰍
響
．
 

蜜
《
嶋
牟
夢
を
1
累
鵬
喬
割
驚
そ
・
 

緊
蒸
 

w
ぬ
紺
一
里
雄
散
唾
、
撃
と
裏
1

‘
・
・
義
 

灘」美 

聾
瞬
醜
議
●
も
・
『
t
に
手
●
り
書
 

葺
 ノジ ノ 

昭和49年十ずI，、日 

海導F買浸縄多桑鱗慧蓄 

中
・
）
 

を
「
「
》
嚇
奮
了
」
・
ュ
ぐ
一
●
 
「g
奉
署
、
 

一
つ
一
言
』
‘
書
議
範
ま
童
雄
醜
編
養
嚇
 

し
た
ぬ
‘
轟
《
、
、
で
掌
か
，
こ
 

h
，
級
結
均
異
魯
敬
庭
薮
育
君
 

臓
 
奥
る
麹
モ
は
し
め
、
お
と
な
か
 

劫
児
に
ど
め
4
っ
ひ
考
4
芳

や

 

熱
度
（
良
す
ぺ
き
か
と
い
う
家
 

7
 
庭
姫
W
実
践
上
の
基
本
的
な
間
 

国
 
熱
‘
～
再
え
る
資
れ
提
供
を
わ
ら
 

り
て
馴
作
さ
れ
車
す
．
三
歳
の
 

壊
は
．
心
と
体
の
働
き
が
め
ざ
 

田
 
ま
し
く
ひ
」
違
し
性
格
も
形
成
さ
 

れ
ま
す
．
成
長
す
る
幼
児
の
特
 

徴
寿
か
』
握
し
て
竹
児
に
当
り
ま
 

金
 
し
ょ
う
】
 

（
三
費
の
体
）
 

三
歳
児
の
体
を
考
え
る
と
き
 

も
っ
と
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
 

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
三
歳
 

児
検
診
は
な
ぜ
必
要
が
あ
る
 

の
で
し
ょ
う
か
。
 

（
健
康
を
つ
く
る
）
 

健
康
は
守
る
だ
け
で
な
く
積
 

極
的
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
 

リ
ま
せ
ん
。
で
は
幼
児
の
健
 

康
を
つ
く
る
に
は
、
ど
ん
な
 

留
意
タ
ユ
・
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
 

（
あ
そ
び
）
 

幼
児
は
あ
そ
び
の
な
か
で
行
 

費
糾
、
●
噂
 

聖
無
諸
挙
．
噂
こ
き
・
 

傘
メ
‘
奪
ら
？
一
一
 

，
り
・
・
、
ま
（
（
『
き
『
・
J
 

《
鶴
驚
養
看
参
ぐ
 

塑
豊
じ
『
ご
』
ミ
二
乏
‘
・
r
 

ふ
語
鰍
脅
謙
警
で
で
一
蝿
輸
 

、
よ
●
毒
『
L
瞬
勲
甘
】
ー
ー
キ
 

自
葉
心
が
め
 11 
監
＃
す
．
詩
 

鱗
あ
そ
び
‘
、
曹
ザ
、
ま
し
‘
、
 

（
ゆ
た
か
な
心
）
 

安
定
し
た
情
薦
と
鶴
広
い
心
 

情
を
も
っ
た
子
供
に
宵
て
た
 

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
 

は
家
庭
は
ど
の
よ
っ
な
こ
と
 

を
心
が
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
 

か。 （
反
抗
期
と
自
立
心
）
 

三
歳
の
頃
に
な
る
と
反
抗
心
 

が
出
て
困
り
き
す
が
、
そ
れ
 

は
自
立
心
の
現
れ
で
も
あ
り
 

ま
す
。
幼
児
の
心
理
を
よ
く
 

理
解
し
て
対
処
し
ま
し
ょ
う
，
 

（
過
保
越
 

幼
児
を
過
保
護
す
る
と
自
立
 

心
の
成
長
を
妨
げ
た
り
意
志
 

の
弱
い
子
や
病
気
が
ち
な
子
 

な
ど
に
し
ま
す
っ
過
保
護
を
 

し
な
い
て
だ
て
キ
考
え
ま
し
 

ょ
、
ス
 

（
ほ
め
方
・
叱
り
方
）
 

ほ
め
方
や
叱
り
方
を
ま
ち
が
 

え
る
と
幼
児
の
心
情
の
伸
び
 

る
芽
を
ま
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

じ
ょ
ニ
ふ
・
な
ほ
め
方
や
叱
り
 

ー
ー
ー
i

一．一 

ユー「 二
申
喜
●
血
t
 

雄
・
尋
 

麟
里
苫
 
一
宇
）
 

』i 

二・ 

七 

ユ
●
車
「
喝
き
・
・
」
f
 

泉・ 

！）・ 

・
、
書
‘
誌
な
と
‘
・
‘
暴
 《・‘電 

）
し
‘
‘
「
 
無
剃
か
二
・
な
お
せ
 

け
簾
鵬
撫
‘
矯
春
ー
 

り

ま

 

・す， 
（
蔵
か
ら
守
る
）
 

幼
児
事
霞
か
ら
守
る
た
め
 

J
に
親
は
ど
ん
な
配
慮
を
す
べ
 

き
で
し
ょ
う
か
。
又
幼
児
に
 

ど
の
よ
っ
な
危
険
を
防
ぐ
訓
 

練
を
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
 

か。 
（
栄
養
と
か
ら
だ
）
 

わ
が
子
が
少
食
で
あ
る
と
か
 

偏
食
す
る
の
で
と
成
長
を
心
 

配
す
る
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
 

こ
で
幼
児
の
食
事
と
か
ら
だ
 

の
成
長
を
研
究
し
て
み
ま
し
 

よ、つ， 

（
幼
児
期
の
病
気
）
 

幼
児
が
か
か
り
や
す
い
病
気
 

を
防
ぐ
努
力
、
予
防
接
種
な
 

ど
、
幼
児
を
病
気
か
ら
守
る
 

た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
 

と
を
勉
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
 

、つつ 
（
マ
マ
質
問
箱
）
 

家
庭
教
育
相
談
事
垂
木
の
は
が
 

き
通
信
や
巡
回
相
談
で
さ
れ
 

『
た
ご
質
問
の
な
か
か
ら
主
な
 

も
の
を
選
ん
で
専
門
家
に
詳
 

‘
、
l
A
日
お
お
い
」
F
、 
u
、1 

縄w
いI
ムv
瓜m
〕
し
「
a
耳
撒
 

‘
」
・
響
曇
夢
く
．
.
 

1
・熱一争A
・
議
毒
い
臨
熱
・
 

'I

に
書
て
‘
に
臓
事
肥
m
 

島
り
ち
が
大
切
で
f
奮
望
ま
 

し
い
性
格
の
子
に
管
て
る
家
 

庭
づ
く
り
キ
無
‘
え
ま
し
ょ
う
。
 

（
ひ
と
り
っ
子
と
き
ょ
う
だ
い
）
 

ひ
と
り
っ
子
は
ど
の
よ
っ
に
 

育
て
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
 

弟
妹
が
生
ま
れ
た
時
の
親
を
 

と
ら
れ
た
や
き
も
ち
に
ど
つ
 

対
処
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
 

か。 
（
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る
）
 

幼
児
が
な
ん
で
も
活
用
し
て
 

玩
具
に
す
る
和
僅
力
や
創
造
 

性
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
又
親
 

の
主
ん
」
h
I
の
玩
具
は
幼
児
の
 

心
を
豊
か
に
す
る
で
じ
ょ
う
。
 

（
お
は
な
し
と
絵
本
）
 

幼
児
向
け
の
童
話
や
絵
本
が
 

昔
と
だ
い
ぶ
変
っ
て
き
て
情
 

操
教
育
を
め
ざ
す
親
を
と
ま
 

ど
わ
せ
ま
す
。
こ
の
現
実
に
 

ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
で
し
 

ょ
う
か
。
 

（
こ
と
ば
・
歌
・
絵
）
 

よ
い
言
葉
キ
曲
早
か
に
し
て
表
 

現
力
キ
告
月
て
ま
し
ょ
う
。
又
、
 

幼
児
が
い
つ
も
っ
た
っ
た
り
、
 

絵
を
か
け
る
よ
フ
に
配
慮
し
 

ま
し
ょ
、
つ
っ
 

（
マ
マ
の
質
問
箱
）
 

~―~一叫~“・ 

い
 

／
 

‘・ 

心
 

』”一 

き
 

＃ 

鼻
i
 

ょ
と
 

一
量
 

曾
窃
霧
轟
 

寿
F
響議●甘・ 

き
織
 
掌‘γ 

‘島 

‘磐離 

税
舞
嫌
《
離
質
認
 

篭
原
 
雄
次
 

徴
理
W
繰
長
 

若
林
 
末
松
 

植
高
，
知
昭
 

賦
課
係
長
 

岩
本
 
益
見
 

原
口
慎
「
郎
 

貞
国
 
徳
美
 

振
興
課
課
長
 
村
上
 

渡
 

産
業
係
長
 

植
高
 
茂
樹
 

家
庭
教
育
相
談
牛
業
の
は
が
 

き
通
信
や
「
心
回
相
議
で
出
さ
 

れ
た
ご
質
間
の
な
か
か
ら
ー
 

な
も
の
を
違
人
で
．
専
門
竃
 

に
訂
し
く
河
谷
ー
ン
、
い
た
だ
 

き
ま
す
．
 

（
な
ぜ
・
な
ぜ
）
 

幼
児
の
知
能
が
発
達
す
る
と
 

好
奇
心
が
め
ば
え
て
き
て
な
 

ぜ
？
・
と
つ
る
さ
く
時
に
は
、
 

難
し
い
質
間
を
し
ま
す
，
ど
 

う
対
応
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 

（
幼
児
と
テ
レ
ビ
）
 

幼
児
は
知
識
を
ほ
と
ん
ど
テ
 

レ
ピ
か
ら
採
入
れ
て
い
る
と
 

い
わ
れ
る
く
ら
い
テ
レ
ピ
が
 

大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
テ
レ
 

ビ
の
見
せ
か
た
が
問
題
で
す
っ
 

（
幼
稚
園
と
保
音
薗
か
ら
）
 

幼
稚
園
と
保
育
園
は
設
置
の
 

膏
曹
器
幕
 
警議 

鼻一 

撃
露
 

驚
鼻
 

奏
 

曹
幕
鱗
轟
 

持
尾
 
範
女
J
 

福
吉
太
隅
浄
水
場
 

・サ
 

広
末
謹
之
助
 

上
金
田
浄
水
場
中
村
喜
代
治
 

“
 

玉
浦
 
次
雄
 

”
 

日
瀬
 
文
雄
 

同
和
対
策
宝
長
春
水
 
正
義
 

同
和
係
長
 

吉
田
 
利
秋
 

管
 
理
 
、・‘ 

金
田
山
皇
毒
 

校
 

」ソ
 

教
 

暖
 

金
田
小
学
尋
 

校
 

」
一
 

教
 

」・
 

趣
旨
は
違
『
て
も
、
家
庭
の
 

姫
k
と
ー
ニ
幼
児
を
散
有
干
 

る
峰
 11 

一
i
 

購
の
先
生
ち
 

か
ら
軍
範
r

（
」
『
髪
望
を
き
い
 

一
、
み
事
―
.
 

（
庫
長
・
●
臓
っ
て
）
 

ご
質
感
へ
め
鯛
共
と
最
終
細
 

の
番
級
な
の
で
．
シ
リ
ー
ズ
 

の
ま
と
め
と
し
て
子
ど
も
を
 

有
て
る
親
の
責
任
．
社
全
の
 

責
任
を
考
え
て
み
た
い
と
思
 

い
ま
＋
％
 
以
上
こ
の
内
容
で
 

放
送
か
数
し
き
す
，
 

●
，
 

公

給

領

収

証

は

 

必

ず

受

け

と

り

 

→
よ
し
よ
・
つ
 

皆
さ
ん
が
料
亭
、
料
理
店
、
 

バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
や
旅
館
、
 

』白h
一、 

j
」 

は
、
芝
”
‘
 

讐
！
拍
監
k
 

j 

と
に
な
一
・
（
・
、
．
 

こm
」
投
か
誉
・
 

嘩
に
申
告
し
、
一
・
 

に
ケ
っ
て
お
り
、
ご
 

賞
者
は
こ
の
脱
吾
・
ト
・
 

証
と
し
て
．
環
が
り
熱
お
 

「
公
給
領
収
証
」
を
肴
 

よ
っ
に
な
っ
て
お
り
烹
 

っ
て
皆
さ
ん
の
翌
一
童
子
 

県
に
納
入
さ
れ
ろ
よ
量
 

給
領
収
証
雪
蒙
け
t
< 

だ
く
よ
フ
お
願
い
し
一
 

な
お
旅
館
、
飲
食
（
 

店
で
は
一
定
の
料
‘
半
 

税
に
な
り
、
こ
骨
場
・
 

領
収
証
の
発
行
は
免
 

お
り
ま
す
。
 

福
岡
県
田
川
財
 


